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底　し　<　ー　真東fJlこ

(財)北海道難病連十勝支部

支部長　江口　美生男

いよいよ十月=こも暑い夏が近ずこうとしていますが.会長の皆さんはお

体の具合はどうでしょうか｡

つい最近ようやく支部の後見が決まり,再度私が支部長を努めることに

な｡ました｡皆様方の期待になかなか応えられないと思いますが･他の役　●

点に助けち座がらやっていきますのでよろしくお酌､いたしますo

この息者会の集りは･基本的に尊意で支えられながらも.それぞれの地

域の息者の要求に応えるという重要な責任も果たさなければなりません｡

そういう意味で昨年は全道で初めて福祉機番の展示場と合せた支部の事務

所を押潔しましたDですから･この事務所は単なる事務所であってはなり

ません｡地域の息者の要求に応える拠点にならなければなりません｡今は

一部の後見が交替で詰めていますが･他の役点はもとよ.)､各部会の会長

も･このことを充分に理解していただき事務所を運営していきたいと思い

ますので､よろし･くご協力をお顔いいたします.

このことを一口でいえばr凱く､真剣に｣支部を運営していきたい思　●

います｡
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第1 8回難病患者･障害者と家族の全道集会

協賛広告(資金ご援助)のお撤い

時下､ますますご滴拝のこととお慶び申し上げます.

日頃より､発病問題に対しまして畷かなご理解をいただき心より感謝申し上

げます｡

●　無蓋冨芸､.芸霊宝冒芸孟霊宝蓋霊宝誓書孟芸害芸芸冨芸芸.%=慧こ:;芸孟言冨
こととなりました｡

つきましては.何分にt'経済的に弱い立場の難病患者･家族の団体であり､

誠に勝手ではございますが､本集会の成功のために畷かな資金のご援助をお救

い申し上げます｡

皆様からのご援助は､当集会プログラムの協賛広告またはご寄付一覧として

掲載させて戴きます｡

讃第1 8回尭病患者.障害者と家族の全道集会』概要雷

1,名　称　　第18回野柄患者.持寄者と家族の全道集会

2,主　催　　財団法人　北海連繋病連

(現地支部･･･室蘭支部)

3.複拐　　　北海道､北海遭議会､北海道市議会議長会､北海蓮町村議会議

(ご依頼　長会､北海道市長会ー北海道町村会､北海道教育委員会､北海

予定)逼社会福祉協議会､北海道共同募金会､胆振支庁､北海道室蘭

保健所､脱毛町村会､虻田町､室蘭市.登胡市_伊達市､豊浦

町一社甘町､洞爺村､大滝村､管内各議会､北海道医師会､管

内医師会､日本看護協会北海道支部室蘭地区支部､北海道医療社

会草葉協会ー胆長支庁地区社会福祉協議会､および主要医庶塘

閃一報遵各社

-4-



塩賛広告寄付の取扱いとお救いについて

(1)協賛広告受注票の記入について

協哲いただける場合､お手数ですが別添協変広告受注票の協賛社令

住所.電話替号･担当課(者)名と広告サイズ及び腰梅内零をご記入
いただき､直接当方宛郵送かもしくは発症者宛お送り下さい○

また､ご達細いただければお伺いいたします｡

指定史字､マーク､写真等が必要な場合はその原隅を同封下さい｡

(2)プログラム協賛広告料金について

…欝号;･至'喜怒:写…芸1g:33謂きi::二;:慧;　●
<2分の1′P-シー> 108zztz)×144Jm　　50. 000円

<1ページ>　　216mmX1441初　100, 000円

与ただし､指定文字､マーク入り､地紋､アミFJ潮､写真版の使用などは

版下を提供いただくか､別途放下料( 1 J10-㌢で4,OCO円-名,∝氾円)がIjZ項

です｡

(4)その他

1)協賛広告の静切目を製作準備の都合により1 9 9 1年7月1日とさせ
ていただきます｡

2)協賛各社(政人)にはプログラムーImを贈呈いたします｡
3)カラー印初はできません｡
4)料金はできるだけ､お申込時ご入金下されたら幸いです｡

ご不明な点などにつきましては､下記へお問い合せ下さるよう手東陽い致します｡

(問い合わせ･広告繋空封柑
〒064　脚嘆区南4真西】0丁目

財団法人｣は道難病達　事務局
TEL　(011) 512-3233

FAX　(011) 512-4807

十滴寺郎～

智慧禁,I_36iP2
f･J X (OI斌)2ヲー7071

尚､蕃状をお送りしました後､当事務局係J=り電話にてご磁申し上げる場
合もございますが､何卒ご配慮を賜りますよう重ねてお願い申し上げます｡

(-＼-一㌧ 〉--I-(＼一′- -､〉---/一~ -

皆の="協芸を漁.露と=YうZ這リ5こたらヽ

野語言質主音;fミニ.棚. 5
聯
j星当.着かみうかがIl薮し寺す｡

-I:__禦圭子二二-_二一二-よ5しく祝願い攻レ寺す｡
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1990年度　活動報告

1･十勝支那事務所､ショール-ムFふれあい帯広｣の開設

今年度の活動の重点であった弔務所開設が実現し､支部活動の強化

と地域での相談活動などの充実に向けて､歩き始めることができまし

た｡

● ,/:-.'･: : ■一一川-∴き∵ ∴こ.∵':i::こl:I;.･:ll:.I.:I:lt:言

の事拝所が決定されました｡

そして伊藤事務局長はじめ､木部の方々の敷皮に渡る束帯により準

伯が進められました｡

従来の仕部に加えての仕部となり､多くの方々の陰でのご苦労とお

力がありました｡

まf=､全道でも初めての取り組みでもあり､モデルケースとして維

持･運営していくため本部の細部に渡る､こ配慮とご支援を頂き現在

5ケ月経過致しました｡

(1)郊拷所の運営体制

.月曜～金曜10時～4時､　土曜10時～2時

●十勝支部役員が1名つつ交替でつめる｡

(現在可能な役員5名)

.勤務者のE7当　1. 000円　(交通字守･昼食代)

←　6　-



(2)事務所での兼務

●電話･来訪者の応対

●福祉機器･介証用品の販売､展示品の管理

●相談ノ-ト､相談票の記録と管理

●-Elの出来事を某務日誌-の記録によって､伝達していく｡

●道本部との連絡

●支部活動全般に渡る､拠点としての活動

●福祉機器寄集郡会計

●

(3)開設に関する費用､維持平､その他

●事務所備品(主なもの)　253,105円　-　表2

●オープン記念事業惣　　　125.066円

●1ケ月平均の維持費　家賃　50,000円

水道光熱ry･その他　25.000円　一　義3

E]当　(1.000X25)　　25,noo°

●福祉機器売上(売上×0　1)

●売り上状況　　-一-　表Ll

(4)利用状況

電話や来訪による相談問い合わせに式剣に対応しながら､一つ
~芸芸孟呈孟芸HL'≡誓;;三二三表芸`才芸忘L:志芸L:這}Li孟芸ot ●

多くのことにたづさわることとなりましたが､患者･家族の困難

な状況にスムーズに対応できるよう､時間と経験を積み重ねてい

きたいと思います｡

役員も患者であり仕事や家庭､あらゆる状況がありますが十勝

700余名の会員全Eiによる充実した支部活動ができるよう､翠

務所を十分に生かすと共に､患者･家族にとって身近なものとな

り･気軽に立ち寄れる交流の場となる努力をしていきたいと思い

ます｡　　　　　　　　　　　　　　　(表　1)

-　7　-



2 ･財政活動

(1)運営協力会員

支部の活動を従来に渡って安定的に支えるものとして､取り組

まれている協力会ですが､概関紙の呼びかけにより数件の入会が

ありましたが､まだまだ目標には達成していませんC

今後も関心を持って頂けるよう､呼びかけを続けていかなけれ

ばなりません｡

(2)募金箱

活動の重点の一つであった　r募金箱を広める｣については､設

置件数4件から12件へ増やすことができました｡

設置場所についても設置者が賓任をもって管理し対応したこと

により､難病連活動に関心を持って頂けるところが多くなり､一

つ一つの募金箱の金額も数倍となっています｡

(3)帯広市補助金

前年度同､ 1 0万円の榔助金がありました｡

申請が遅れたかこついては今後改善に努め､郁助金の必要性香

示していかなければなりません｡

(4)物品販売

1､福祉機器部業

福祉稔器の利用は徐々に増えていますか､売上げが月5万-10

万程度であり､ i 0%の還元での耶群所維持は困難な状況ですB

このFふれあい･7祥広Jについては､売上けが日的ではなく気軽

に立ち劉-Lる患者･家族の交流の場を重点にという､フランス

ベットメディカルサーヒス社のご厚意によるものですが､やはり

営業は鰯理であることであることから､交流の場に力を入れ難

病逆の会員から広めて頂き､協力を得られる体制づくりが必要

です｡

患者･家族による維持･運営であるため､多くの負担とならな

いよう又､開設した以上モデルケースとしての実蹄と状況の記

録を残すことも必要であり､今後も充分な検討をしながら､力

を入れなけ4日HELLらない所動の一一つとなっています0



2､花火､正月飾りの販売

従来の販売先は十勝支部としてではなかった所が多く､今年度

は販売先-の開拓が必要となりました｡

定着した協力先を増やすと共に､わずかずづつでも多くの人の

協力を得られることで､斑重な財源づく　りにつながるため､機関

紙なとでの呼びかけなどをしました｡耗病連に関心を持って協力

して頂ける方が､徐々に増えてきました｡

2､コンサートチケット販売

取り組みの難しい一つのものでした｡　しかし､難病の方々の

活動に役立ててくださいというご厚意もあり､支部の取り組みと

して年2回のチケット販売をしてきました｡

役員だけでは負担が大きくなっています｡広く部会へ呼びかけ

郡会いの責金となる方法や､ふだん交流の少なかった部会とのつ

ながりとなるようなチケット販売への取り組みを考えています｡

吉宗還元金　50%　(支部　25%･部会　25%)

3､フランスベット展示会

初めての取り組みでしたが多くの方の協力を頂き､多範の還元

がありま　した0

-人一人の協力で大きな取り組となり､実績ができることを実

感しました｡

4､ふれあい広場､バサー参加

rふれあい広場j　は､帯広市心身障害者(児)団体連合会の主

催によるもので､リサイクルバザー2度目の参加となりました｡

不要な品の寄付という点で､誰でも参加でき協力しやすい場と

なっています｡

関心のある方が大変多く､機関紙による不用品寄付の呼びかけ

にたくさん品物が寄せられました｡

会員や市民の皆様の交流の場となり､難病連の活動を知って頂

ける場となっています｡

-　9　-
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3 ･交流活動

(1)十勝に患者会のない患者･家族の交流会

困難をかかえる患者･家族21名の参加で､医療･生活･福祉

などの現状を話し合える場を持つことができました｡

交流を持っ機会の少ない患者･家族にとって､情報を得たり困

難を訴えられる､斑重な鳩となっています｡

(2)第3合同レクリェーション

あいにくの雨となり散範などはできませんでしたが､嵐山荘内

での楽しいゲームやゆっくりと入浴したり､交流を持つことがで

きました｡　　　　(86名参加)

医療班･ホランティア等の協力は大変大きく､役員の負担も少

なく､また患者･家族の方々にも十分に楽しんで頂ける合同レク

となりました｡

またボランティアとの打合せや､配置蓑の配布によりスムーズ

な動きができましたo

(3) Fなんれんj十勝支部版の発行

支部機関紙年4B]の発送が実施できました｡

十勝の患者･家族､医療､福祉の関係者や行政､一般の協力者

なと様々な方と結ひ､支部活動-の協力､行平なとの呼びかけと

して藷要なものとなっています.

内容をさらに充実し､捕報を提供し､槻しみを持って頂ける機

関紙として力を入れなけ言いまなりません｡

- 1C1 -



4 ･学習活動

(1)役員研修会参加
1月19日､ 20EI､北海道難病センターにて十勝支部より1

名の参加｡ r患者会の進め方1 ､医療方改正の情勢､長期入院患
者の実態､視覚障害の手引き等の研修を受けました｡

研修会で学んだことを支部での活動に繁栄させて行くためにも
学習活動が大切になっています｡

(2)支部研修会参加
2月16日､ 17日､美瑛町にて道北4支部1準備会の合同研

修会がありました｡
r患者･家族会の作り方･進め方｣についての耕漁や､支部間
の交流から学ぶことも多く､十勝の支部活動の充実と活動の方向　●
づけとして役立てていきたいと患います｡

5 ･その他の活動

(1)大阪難病連との交流
6月24E]､大阪難病連の北海道難病センター視察旅行のなか
の然別湖一泊にて､十勝支部の3名が交流を持ちました｡

(2)全Eg一斉街頭署名行動
10月10日の一斉行動と2月までの署名､募金活動を実施し

ました｡

私達､難病患者･家族の思いを訴え､国会へ請願できる貴重な
活動であるため､今後もより一層の認識を持ち地域へ広めていか
なければなりません｡

(3)広尾無料検診､相談会

(4)第17回全道集会協賛広告取り組み(11件の協賛)

(5)新得保健所交流会参加(3名)

(6)池田保健所交流会参加(本部2名･支部3名)

(7)腎バンクキャンペーン参加

- ll -
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購道菜摘連十勝支部開所･福祉機器ショールーム利用状況
1 9　9 1 ･ 3 ･ 3 1

JJ 冤l ��"�����2 �2�合引ー 儖Xﾖﾂ�

利川件数 �2.r:) ��b��#2�2′l ��R�163 

利川方iJ: 儂�'Fﾂﾄ��21 1 仏"����｣R�16 �8�ﾈ�｢�111 ��

Tti~そ,T,- �2 ��H 途�Tl 鉄���

その他 � � ��� ��� 

● 俶��川ーJlp'if ��劔� 

相談 兢��,�,(*(,B� �"��� �2�5 

友の会について W.‖ll二機器について 停t������2 � �"�1 唐�

2 ��2 唐� 

-I.JfrIr川i院約介 劔�� 抱�ｵ�� 

if;班(那;.川)に一一)いて � � ��i ��� 

村i=MilJI空について � �� �� �"�

汁余子舶丸子､拭暇に-)いて 僮 � ��2 �"� 

リ-ビリについて その他 劔I �� ���� 

1 �"� 

∩.ll 决) ��.��討��2 �����30 ��

Tf.i川二機指利川､FTりい合わけ �.'i 弔���ﾂ�5 �C��37 ��

● �93ｸ耳耳痔ｧBﾈ耳耳自�ﾉu��sｦ痴｢�紐�謦�(; �?. ��JI �#�� 

文部捕軸(勿品Bか榊,モQ)触)['1,1い∩わti. 剴�6r��2� ���23 

潤;余での仙 售ﾖﾂ�����5 ��5 

柏.絶rEりいfT 綿.ﾗB�ﾒ�����2 ��2 

協力会問い合わtf 剪���2 �2�5 

邦捕辿のr7'.)い合わ11- 剪���1 ��1. 

その他 
(I) �1 途�1ノl �+����

合iH �20 停x��Υ��"ｒ�22 佑w"��133 ��
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事　務　所　維　持　費

11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

灯拍代 ��"ﾃCs��#�ﾃ����15,160 白ﾃ�Sb�1,514 唐ﾃ都R�･36,606 

ガス代 �1,638 剴�ﾃS�B�6,232 

水道代 電気代 �2,261 �"ﾃ#SR�3,205 2,342 �"ﾃ3c2�3,205 9,211 

電話代 �23.597 唐ﾃ�#r�9,929 唐ﾃ3Cb�50,699 

FAX代 �7,858 �2ﾃs���2,987 �"ﾃ涛r�17,560 

嶺.脚 �25,000 �#Rﾃ����25,000 �#Rﾃ����120,000 

家賃 鉄�ﾃ����50,000 鉄�ﾃ����50,000 鉄�ﾃ����250,000 

合計1 塔"ﾃCs�?｣#RﾃS�C���ﾃ3cdﾃ釘ﾃ都s�湯��迭�

事　務　所　備　品　(支　部)

(表　3)

-''(フランスベヮト鯉)

(243.523)　支部負担

1,月鞠　執48,700円

(表　2)

253,105円(高額備品内訳) 劔53,808円(その他備品) 

支部ゴム印.8,300消火器.9,270 劔掃除用具合鍵 

書類棚 迭ﾃ�#��カーテン �3�ﾃ#�"�お茶用具玄関マット 

ストーブ ���2繝#B�カーテン(髄ー) 唐ﾃ�cr�名刺書類ファイル 

湯沸かし器 �#2ﾃ都��電気ポット ��BﾃS���除雪用品車イス用空気入れ 

ブラインド �#2ﾃc���暖房便座 ��Rﾃ田R�事務用品その他 

本部より 

事務机2パイプイス6書棚1金庫(大)1支部シール.封筒 

髄枚1ファックス1コート掛け1金庫(小)1帳簿類 

机1事務イス2電気コ-ド3コビ-機1(91-3-31掛)その他 

-1≡■-



(姦　4)

財E33法ノ＼ Jヒtf畦i王立労l日南辿手持兼吉fS

IH手広l富#茎TjI軒　l領占言,労り売り｣二(デ-一覧

1990｡ 11　-　1991. 4

車椅子　　　　　　　　　　　　　1

介護車-ントキャリー　　　　　　1

+:≡:J･三三二三クラッチ　;

4脚ステッキ　　　　　　　　　　1

アイスピック　　　　　　　　　　　】

体位変換クッション　　　　　　　1

抗菌ベットパット　　　　　　　　1

ドーナツパット　　　　　　　　　　l

ヒースマット　　　　　　　　　　　1

むれ1:itい防水シ日ソ　　　　　　　I

DXポークフルトイレ　　　　　　1

0型便座カバ-　　　　　　　　　】_

紙おむつ　　　　　　　　　　　　　1

通気性カバー　　　　　　　　　　1

前開きパンツ　　　　　　　　　　1

股われ長パンツ　　　　　　　　　1

トレーニングパンツ　　　　　　　　1

ス一一パーサハラパンツタイプ　　　1

コロブラストウエ-ー　　　　　　1

7分抽シャツ前開きマジ.･'クテープ　　　2

パジャマ兼室内着　　　　　　　　】

食耳的lエプロン　　　　　　　　　1

日杖　　　　　　　　　　　　　　1

糸通し　　　　　　　　　　　　　15

●芸芸芸芸用パパ　　11　慧言上　　　　王

ゴム製便器　　　　　　　　　　　1

シルバーパット　　　　　　　　　1　　　　　読むスタント-イタイプ　　　　　2

シルバーーパック　　　　　　　　　　1

尿器　　　　　　　　　　　　　　　2

採尿器　　　　　　　　　　　　　　1

浴槽用にきり搾　　　　　　　　　1

･′　マット　　　　　　　　　　　　2

シャワー-シーート　　　　　　　　　　1

･､ビナースドライシャンプーー　　　1

ヘットキャップ　　　　　　　　　1

シャンプー

お茶

難病事典

身体帽苫認定耗嘩

-14-
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/990年度=

支　部　-;R　宜　顧　客

収　入　C)　郭

貴書静勤城金

市町牙榊か封筒,10g)

頭金頼通苑金収入

敗乾草煮収入

j_旦些些

/00000

55'0功ク

.4 9?587

38 000

年桝

拠トJoRq--

I_ ｣｣i室Bと__

えの佃の事糾え入　≡　555730

疎励文人

確立戯又舶収入 Zoo 000

支_　弘　の_那

文印綬兵舎　　　　　25.

木酢合議lg

横同紙･凝卑ー_一

画疫-_ー_ _
合r61レ7

:地政部会頒即夢

諸如常

_孝野里
一考準卑孝箪褒

_通路草
交通費

22･(58　了柑費

//9 β∂∠

ゲ28327

b仰!

?戸58C

?+ a/5-

3/M

3/J7/

新郷嘩筆勢　　ソ2与o占b

/5一周年髭食草新餌食! 2000PO

事務戸煙草碑車重∴_ZQ_n=_qg

予療貴　　　　　　995/ /

.′ J778tP87

上詑C'仲くついて　厳正T.--る覧変の鰭泉

適正であるニt官報皆致します｡　　Lqql句5月･朋

文都会童傾査青原毒旦カ

-15-
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1991年度　活動計画
一十勝二支普TS活動方針(莱)　-

1989年度の全通集会開催から､ 2年が経過しました｡

十勝地区の医療と福祉の発展に大きな役割をおさめた､全道集会の取り

組みでしたo

その一年間の取り組みのなかで体験した､さまざまなことを通して開催

後の半年は､支部活動について廉く考える期間となりました｡

そして､ 1990年には全道集会が本当の出発点となり､新しい支部と

●　して第--ら歩き始めることができました｡

また､活動の重点の一つであった支部事務所を開設させていただくこと

もできました｡

そのような経過の中で1991年の活動方針として､この2年間のさま

ざまな体掛こよって､たくわえられたものを最大限に生かすときでもあり

ます｡

地域で今､悩み苦しんでいる患者･家族のために､医療と福祉の充実が

十勝の隅々までいきわたるよう､医療と福祉に関心を持って取り組んでも

らえるよう､市町村-の働きかけを行っていきたいと思いますo

また､支部事務所を拠点として組織の強化と連帯と､患者･家族のより

ところとなる難病連の活動としていきたいと思います｡

●
<今年度の活動喜巨点>

1◆陳情､諦廟､要望活動

以前より出されていた要望活動ですが､前々年度は全通集会に関連

して､十勝支庁管内市町村-の要望活動が取り組まれましたが､反

応は今一つといったものでした｡

-16-



前年度は支部体制の立て直しと､事務所準備などにより取り組む

とができませんでした｡

難病連の活動が理解されていないという点で､活動上での大きな

支障が出始めています｡

交流会などで出された意見､要望などをまとめ難病患者･家族の

困難な現状を､理解して頂けるよう訴え･地域の医療と福祉を向上

させ､住すみよい十勝となるよう陳情､請麻･要望活動をしていき

たいと患います｡

行動できる状態ができた事､支部体制が整ったことで今が行動の

一番良いときではないかと思います｡

2 ･支部事務所の維持､運営

全道でも初めての支部事務所でもあり､モデルケースとして~つ

一つのことに取り組みながら､実雑と記録を作っていきます｡

また､福祉機器事業部として将来的には､事務所の維持が出来る

ような売上げにしていかなければなりません｡

rふれあい帯広jとしては難病患者･家族が気軽に立ち寄れるよ

うな交流の場として行きます｡

3 ･医簾講演会の関催

病気についての正しい知識の学習と､安定した療養生活を送るた　●

めの医療講演会を開きます｡

4 ･財政諸活動

支部活動を支える自主的な財源づくりのために取り組みます｡

5 ･相鉄機能を高めるため道難病連の主要行事に参加し､他地域との交疏

を計り勉強会を開きます｡

- 17-



--rr一　｢　'行　　事　　去†

角がつ　者悪霊警宴綴化ホづレ

横蘭紙発行

◎がつ　X,盟(土,ef(祭ラ榊
0/ 0

●@oがフ　御紙細

◎がフ　蕃橡のffレ､線錫の交読会
ら / a

◎がフJPラ0%@誓存欝名
C>[0

腎変節キヤンペ-ン
♭8(a)藤久前

額蘭鰍　発作

直碑蕗城食
/7日(日)

3､か5)いFL^堵(バサ小一)

/a (8) ll'J-ンプラザ

頑固紳　発行

^Tt*'師走

1
バザー欄品集め

コン汀一トチケット敗kL.

正月飾′I敗売

JPC易名･暴食

伽考fTSで未定0,'行動1.ニ細の稚成紬-tl.紳らせし手1 0
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禽音更支部よ,I @　　　㊥　　　　傘

(紳比-;卑連敗病逢

走　　　　者賓支部結成大会酎凄さ
｢

｣　@-魯一事兼題換　毅

6月8日は)Lま､十勝動碩い未熟二乗まれまして､音更町丈

化センターに-t　平鹿/好よ′J碩加減激痛達者変支部結成大食

が脚雀さか､合象.解凍原質北海蜘庵垂の仲藤事務各島､十

勝文部からtl ,うエロ支部長lまじd)5各の媒静Q)方々Iこ出席してし､た●

T-Iさ､ポランチ/7含d)て52_亀o)参加易でした｡

葡原文夢降の聞合のaf)L､丁つで始ま′/ ､経過頼者､音更在イ生87会

葬2.人によるイ碩発表(人=適材､赤縄和暦娩窄虚) ､来賓の方々

よ′J勅のあ甚東宮頂きました｡

).ヒ毎並麹菌主要Q'イ朔爵事務番長C腐食凍凄､そして今5-度の藷如方

針､余計予算宋173t:の報告官し､糸底に廉金アピーJLも稀釈して､

#事沓藤のあ俊で大食官終了するニt,ポム求まLr< ｡

当日tS ､釆l=病軌t蘭う町内の岬鯛盛(,Jウマ才･べ-チエJ/ド

病･輝髄′卜繍変性症･広範鮮中宮親好虚･人工適材･パーキン＼/ン

嫡･硝酸勅帝骨化衣･ダウン痘)が､畢イス･/二乗,た′Jして各カロし

て来ました｡

病臥l透ってi, ､突通す手燭3+F15R山あ/Iます｡

触Iくぼむ産着･宗派が御香し合し･困勉名東I/越えて社食鼻如

していく横合が､少しずつ増えていくここ%願って､音更支部11十

勝支部t護甥官Y,′ITd･-がら､稚威Iて相ざLrC勧告していさT=いと

思います.

ヌ､ニ叫給が広がって十勝管内の/他の印すI=L ､真書如く発足する

-19-
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-　奄私権塞相談員等.研修公報填

荒尾みやさ

ぞ許修内容

(l)福祉彬の閤発普及の促とむこ風可も書同塵研究について

丸懐医新大学衛生短期大学野　勤申　鹿本坤ヒ

(2)福祉凍審レ↓タルモニターアンケート蘭亀危見につL)て

北海産福祉磯暴L,ンタノレ研究全　車li葛　尾彩名車

C5)福祉磯執こ対句5助成糾養等にフいて

lt_海道生三島葡社印曝書福祉線　身帝藩社命長　三工戸市坪

軌)観鵜島移動展示卑Ijtれあい､ J3舌なす号.1=ついて

㈱7ヲJスへ､.yトXテ727/レワーごス　　利潤克長　男野J%敦

6月4･ET､札吸で行われr=､福祉磯暴相談員等研修会に参のプtiて

預ききした｡

複祉横臥介儲阿品のショールムPふれあし滞克｡を･今後地戒で

とのcfうに生Z)､ttもだううひ.という点てt/大変興味を為って固くヱ

とのできた研倣て､L'Tc｡

中でf,.r福祉横券の向発普及に肉すあ観象研究について｣の講演で

●3､観棟数こ苅する=-ス･びラくあかこもかかわらすい･普-BlこZTZl､

わ強件や何題とnうfJのDi-･ほとんどj巴温くされていないことから

尻り盤台れた諏亀で.嶺祉礁農の普及に勘する何堪えヒして多くのヱ

とび上げられていうした｡

と･二へ行(7甘､とん,J磯農zf.あうのかという痛額b少なく.北滴且

というえい地戒でL3･こ.くひざられr=都市でしひ､契際に見てj･に取

7て選3ここヒzxて･きTdlいヱヒ｡

舌T:.福祉の剛度について知られていてt/､学の磯巻を使ってみて

矧こ立つEJのTdTのZ)～.こういう嘩曹批兄TL使え5E/の'dtのひ､という

とこ3郡､.契軌ニー∂摺軍これてい'dL1こと｡

-20-



租敬の争い福祉皐潜所や町村福祉歓でb/b与U･､韓膏に討うら､血

tz旧蔵橡が分りにくいとしてい計とし-ラ,fD泉でした.

さらに.鼻乾び発生し摩脅状況五一鹿早く把撞くしている医廃嫡肉

にあいて.遷乾舟埴尊というtJのZh･､レっかリヒできAJざ･商社横幕

の何層が地域に潜在するということ13､か守り戸かブうー召す'.

レZ)､L,､それが日帝菟覇ヒL'てできる所L∂t　きわd)てJ]JT-3<･ソ~

ンヤルワ一刀一利lさあ晩とし)うのla､ごく取られてレうう.という

こヒeJ､普及の大き'd-〇台たけとして工T'ら血て()召しr=｡

碗鵬の臓祖師艦や鰍郎離した瓶を行う=●
とが､囲艶rJこヒヒ.人手助成制度の内題'd･と､こうした何層の狭向

I:帝尊盾があかれていう乙と.
qJ3､九あい帝克Jて'親藩を扱う場合E=t/I i/つと馴鹿刺研びできr=ら

〟

ヒ思うヱヒぴあり舌すが.甲でt)､人チ921残利恵の何題r言･福祉礎盤

の竜及にネ弓矢の要件であるこt･から､早急に改巷を盛っていくl抄号

がある.というとこうに､期待を.持ちTtいです｡

今後と.のJう'd一事びIut% rd-のZTt,福祉磯番み濁勉利1弔できるたかに

次のことかごエrTらLh_てい舌LT:,､｡

①倫付､賛与制度の気象. ②何党研究の経過､ ⑦箱書炎礁能の酸化･, ●

@慮専尉是錬レステLの鬼瓦､ ⑤専門的宅地磯能の変化.です｡

これらLa､誼zFとのJうにするのだうう?.ヒ､こそするのT=l､ううフ

ヒふと居えきしrCZfttきっと､穀倉今年Z>-a)鵜苫TdHTdt'3LtTIきない

ことだ3うTd-ヒ見目召す｡

ええ､磨iB,.簸た.確立こtてし)くT=めに､私産む.今後の愚者金

為知乞泡レて.何かZr:でき九1才■という凪いで､す.

商社槻移転居先卑｢ふれあい13号'd･す号.についてLa.磯塞･何

晶互喪際Jこ見て､試してみるということができ,all.席報zFTd-Ll地威
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に田を向け.地戒の福祉の-il愚と･ ′鴫,吐五･いち卑<取り入れ雫

行〇九T=むの'-cTのど,というヱヒ郡谷り舌すo

難易風評行'ていもt rヒ武邑森の中で.無料検診､相談会尊に福祉

横巻の及JlmでLきれJallということzrl･きっか一丁と'd-リ.各地での鋤

き-?り号で･磯路･の長泉深できうJう(:Td-I)､頒報波乱こ､大き'J後

@llリ邑具していうす.

きた･この度東学La･今･徳和礁亀吉′峰とする巧J昔かりてL甘甘〈

､友く一瀬のかこt/､いさ'ゝ/b要ヒ7-tJっr=臆に凍すのでJ古7=C)h< ､少レて1

● E/横臥用品のこと･ ,東金付利虜のこt-､介護のこと五分つて頂くこと
･5-たどこへ祁威すdua暑いのか知-'了涌くということL=ついてb.

壷専'd-複軌')としてありヨすo

地域の寓態にEl邑向･1t刀を入れて取り組舌れていもことを後<穐

じきしたB

と同軌こ.十滴安野(=何領こtiて軌)Tとj,3'､山あL)希え』について

i/･地戒の婦社にとって､壌垂'訂みのだということ吾､あらため7､

為レていヨす.

今後とのJうlr生かすことびできるのか､ニース･に答えう九もJう

にしてい(ZT互.この神像o)内衷五参考にLrJZFうt十崩の患者.象

●夜と栗に. Jtしてをう直のご削邑頂きrJから､地或てしの泉暴食蓮如

王政♂て行くことびできれq-と毘Ll召す｡
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・・・①⑩①⑩・・・⑥⑩⑧②⑨・・・

役　鳶 疾病 収　　沁 住　　　　所 電詰右ヽ号

支抑義 ｙ炎 ふェロ族生男

事部局長騨原酒荒尾みや争

会　計
兪
　二分努腿 加藤１江

－Ｊｊ

会5す堅壹／やｷy/ン 菅原貝拗

ク 匈及会漸帥匯卸

貧　筝 '弟泉病 蒔田漕手

々
會
　べ｀一㈲祚 田井良江

ク '汐マチ 恢々木応召、

ツ ゛こ1y（渡辺拓｝

４ ≒眼病

一一1千炎

5徊億奥手
－　－

々 内嶮難勝
ｌ

々 匈反会 大沢堵氷
」

少

會
　こぽI乙 工藤良£

W

タ 封筒 疋田受ヂ
ｉ

り 肖礁力在小野昨茫乎 ｜

２３

●ナ膳に抑会心



i-T.Y!一､-rr一一.Y.

事務局から

み　知　ら

●

㊨ /耳-〈 t寄付せい1tl:-:亨まし1:-_一･万一一-∫-㊨

諸　田　鹿子猫　　服部定　美頒

㊨　ご都寸いただき2L,た7,-塚本　明棉---@

懸軍語箪妄喜
薪IlがtうござLlまLT:ヤ

5)Tflとo)ご家庭l-_不同品あ′ほせんか././

●　前掛く引き頗ぎLZ^, (臥ゲ′l-ン

1うずで作Tiかれろ''′3､れ5)い7E璃〃

o)バザーへ出す品物吉葉87てttます三

豊塵､量産魔､壇直通/
担_入れ聖顔/tり_ろ鼻軽量巧でrtビ

何cli,男接で1.ご骨相廟い亨す0

品糊は､ttつでも事務柵て横付て

沸′(手可｡

o a o

｡｡-｡｡餅しくは､面与商13イ鵡安部(23-bboZ)手で｡｡
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夏だ`,I_/　尭火だ/./

-　鹿　漣　花　火　-

今卑o)夏i,誘　し　げ年

産火で暑さ官′3＼つ　とぱちつ.Y

o o oo｡0 000　-注文し+ ､事務軒亨でお蛮轟くTI-:さしtO0
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.C=あ知ら江 4C=● ⊂=====⊃ ● ⊂==二二⊃ ● C= ●屯

聾離郷つ脚･.贈-え鞠一一､
しへJ

二二託____ ‥_≡塑聖堂聖塑

●

*誕生.缶は且F,PJに‥ 1･l白む､自由に虜八･育す,

*豊島を品々を､凱列低格であ届けし召す

*あ買上1万円以上は､配達無料で､す

事益金の一郎が寄付され治転賓金として利Llされ寺号
l●H■●●....I---●.-...-●--Lヽ､い■.-●▲､-I--■-.1--●●lpll

刀う7ロブtl =l'希望の方は車袴所舌で

'/V･あ待ちしていヨす･0.

希え市政5条軌3TEi. TEL 23-6占02

勺　D o

堅=≡塾
'芸矧賢^2;詣冒訂･2分男苧芸誓警詣晋鐸

てIfi-; 十勝支書下事務所､福祉聴巷の11新開

♂

●I.,FCTt..鉱i月謝昭二い

+　い｢てこ/あ気軽にみ寄､下コい･
甲OILlりLl)′J､さ'-d､ことも∴　みこき(-のこと;>

あL)きしrCらご神隷下でい,

( %27崇竃常会細雪
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湖畔のやさしい風の中で語ろう

集会スローガン叩･,-I-..-r-･州,･..1-･--I--･---I.-..I--I ･- rl…'m1-.m m'-~l

豊かな医療と福祉を求め､緑と湖水の

洞爺に集う､願い一つに全道集会.〟
IIL.rplかrTEflr叫I-I"-.-1TtL7--.-†tW-rlI-I ETtllM--ltq･nl†q■■IE1- "I.■■lnEnM--■mllt..■■I"-1d--LLLCu-.lLJJJll L…■rqTriTtt-r】 ｢叩●rkfTTTNHlrfMITt

☆私たちの住んでいる地域の医療･地域の福祉
地域の活動を//

☆難病患者･障害者･高齢者が
安心して暮らせる社会を//

親鳥連十席支部阜詔所

帯銅BjTt5L禦?,7258- 6 60 2

月～金.年前10時一年緒4時
土.年前10蹄～年額2時
巳祝日､休み

HSK　なん九ん祖時号

JJL人/JIEh臥北海道難病連伊T___f={_ぞ　帆僻.月13日舞三並#柵だ可

札47n*g■l*西10TEl　刑11-512-32肘′　1991牢6月10日先行HSK通巻23時(毎月1匡)10日克行)

十J*王捗　　　　　　　　　　　　　　　　　尭行人　　北海il身件Ft書寺田伴走邦刊行物協会　机F鼓座

江E] 7F生井　　0155-23-6662　　　　　　　　札蛾市北区北13魚酋1 Tt】
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